
























































を解き明かしていきたい。また、小普請組 風聞 多く掲載して る「よしの冊子」から、当時 小普請組 抱える諸問題や小普請らの実態を見ていきたい。　
さて、 「家格令」発令からも分かるように、寛政改革期
















































































下に、小普請組支配を助け、直接小普請らをまとめ 役目を持つ「小普請 頭」がいる。延享三年に一組に二人ずつ配置された。 は配下の小普請から希望、芸術、生活の様子などを問いただして書類に書上げ、それを請組支 に提出して空きが出た役職に就けて貰えるように



















































の冊子」によれば、配下の小普請組頭 小普請たちの素行に大きな問題があり、彼の統率力不足が指摘されたる。 「小普請支配水野大膳〔忠体〕埒明不申人の 。同支配組頭松田勝十郎年来賄賂を取悪ものの由。大膳も右勝十
























































常の後任を決めずにそのまま廃止 なった。彼の配下の者は小普請組頭を含めて全て他組へ割入られた。菅沼虎常配下の小普請組頭小栗又左衛門は、一時的に酒井忠敬配下仮置かれる事になったのだが、酒井忠敬は小普請組頭の森山孝盛に以下のような相談 した。元菅沼虎常配下の山中市郎右衛門組 坪内定恒支配へ 小栗又左衛門組は酒井忠
敬支配へとそれぞれ定員外の「過人」として一時的に割り入れられる事となった。そこで元々の配下である森山孝盛や本目権兵衛らに迷惑が及ばないようにしたいのだが、考えがあれば申達してほしい、という事であった。　
この質問に対する森山孝盛の答えは以下の内容であっ



































































を見ることは当然不可能である。そこで「世話役」 たちが組頭の補助として、相談事や諸願諸届の取次 見廻り、幼年の者の心付け、病気や家督相続手続きなど、小普請らの日常の世話の一切を取り扱う。享保一九年に設置され、五〇俵高三人扶持。一代限 の抱場であり、一組に付き三名の者が任命される。御目見以下の小普請 者たちを取捌く。
御目見以上の小普請の場合も同様に「世話役」あるい










賄賂を取る世話役らが出てくるのはそ 人の資質 問題であるのは勿論であるが、前提として世話役ら 労働体制にも大きな原因があるのは明らかであった　
その後、寛政元年六月に松平定信の仰せ渡しがあった。
世話役は「取計も多く骨折候趣ニ 得共勤之筋不相立 々























小普請支配、諸向江御入人 用人等出候義ニて、右御入人御用人は、器量人物相応なる者出候て、 き人埋れ不申様に有之、諸役人末々迄も器量得手相応之者相備候儀は無此上御為ニ 右に付ては、常々支配頭たるべき者は人物取立 義 簡要之事ニ候、左候得ば、手入宜敷致候
ゟ
、実生は忽に良材とも相成候道理ニて
候、然処右体之儀等閑ニ相成 仕来之小 二 已念を入心を用ひ候様に成行候ては如何ニ候、右体小事は少々間違有之候ても、人物見違無之事第一之義ニ候、且唯今迄は、御目見以上以下とも、 足高之有之候者は、書付不申 様に何となく成行候ても、左様ニ存候者も有之、御取立之諸□至 、小高之者 候とても
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った。周知の通り「足高」は役高に対して禄高が不足する者が就任する際に在職中のみ不足分の役料を補う制度であるが、財政が逼迫していた幕府にとって足高はあまり用いたくは無い手段であるのは当然 事であろう。しかしこの申達から たとえ役職に付く際に が生じるとしても「幾人ニても書上可被申」だと積極的に良い人材を登用する姿勢が見てとれる。小給の小普請らは足高が隔たりと







したのだろうか。表３は小普請採用奨励の達書の前後二年間の小普請の採用状況と足高・足扶持の有無を記したものである。なお天明六年前期はちょうど江戸大火や将軍家治が病になる等の災難が続いた時期であるので、小普請からの番入は確認する事が出来なかった。書出が確認出来た小普請は、天明六年は三三人、天明七年 三九人と少ない。しかし天明八年に入ると途端に二四一人と凡そ七倍に膨れ上がる。しかもその二四一人中、申達があってから登用された者は合計で二一九人であり、そ 年の採用者の凡そ九割を占める。 「器量得手等有之候はゞ 幾人ニても書上可被申候」とあるように、多くの人物の書出があった事が分かる。また、これまで殆ど見られ かっ 足高・足扶持が生じるケースが度々発生するようになる。 「人材選挙諸芸術奨誘」では、天明六年一二月二五日 小普請組世話役に仰せ付けられた小普請に足高が下された例が確認出来たみであるのに対して 八 少なくとも七件の例があ
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持吟味のため書出があったが、山本大二郎は先達て火之番吟味の際 書出したため、今回は書出さな いう事になった。そこで山本大二郎は、これは是非無き事である、理由を明確にして欲しいと訴えた。それに対して組頭の森山孝盛は、 小給なので足高が発生 「御用人（おもちいびと）にはなれないだろうと率直な意見を述べて る。しかし、














































特に小給の小普請という不安定な存在が大勢いる いう事が、寛政改革期に問題視された下級武士らの退廃や風儀の乱れ、優秀な人材の埋没など様々な問題を生みだし、幕臣団を揺るがす一つの要因となってい 。そこで寛政改革が始まると同時に、松平定信は実情に見合った小普請組の制度改革に取り組んだ。また、それは松平定信の意見だけをそのまま反映するのでは くて、森山孝盛を じめと た幕臣らの発言や上申、世間の風聞によく耳を傾け、吟味した上で取り組 れてい は 世間 反応を意識してい松平定信らしい方法である。
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註（１）
  藤田覚『松平定信』 （中公新書、 一九九三年） 、 高澤憲治『松
平定信政権と寛政改革』 （清文堂、二〇〇八年） 、竹内誠『寛政改革の研究』 （吉川弘文館、二〇〇九年）など。
（２）
  柏村哲博『寛政改革と代官行政』 （一九八五、 国書刊行会）





































18）江戸幕府御家人のうち 抱え入れ 抱え 者）の格式のものが勤務した役職のこと。 御番与力、同心をはじめ、書院番、旗奉 、先手組、船手組 各 、小揚者などがこれに属した。抱え場のも は、養子願いは許されなかった。前掲『日本国語大辞典』
（
19）大蔵省、財政経経学会編『日本財政経済史料 財政経済学会、一九二五年 巻六、財政之部四、 二九三頁。
（






23）この職の担当者は「寄合層」が想定されている であり、就任者には組下の旗 を指揮・監督する能力が求められている（前掲「幕臣団における「寄合層」 検討」 ） なお 「御
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天明 8 年 5 月 4 日 十七歳以下倅共御番入願書御請取被成間敷事
天明 8 年 5 月 7 日 諸向芸術免許目録請候者書出之事
天明 8 年 8 月 小普請ノ面々人品芸術可書出置旨達
天明 8 年 8 月 人材選挙諸術奨誘ノ儀ニ付達
寛政元年 御仮又は病死明跡仮抱入方并組支配の者就任後入人書上方
寛政元年 3 月 松平越中守殿御口達之御触
寛政元年 5 月 1 日 小普請組支配菅沼主膳正跡役不被仰付之事
寛政元年 5 月 28 日 控場与力同心等の明跡仮抱入方并入人方
寛政元年 6 月 武芸学問格別の者は譜代場へ採用
寛政元年 6 月 小普請ノ者修身嗜芸ニ依リ格式摺用ノ儀達
寛政元年 6 月 25 日 抱場与力人柄宜者譜代場被仰付之事
寛政元年 7 月 御番入之儀ニ付御書付
寛政元年 9 月 24 日 旗本御家人身持慎ミ文武之路励可申之事
寛政 2 年 3 月 芸術見分ニ付達
寛政 2 年 6 月 19 日 諸向弓稽古出精致者差留候儀ニハ無之段申達之事
寛政 2 年 6 月 19 日 右ニ付稽古出精致者被差留候儀ニハ無之段申達之事
寛政 2 年 7 月 5 日 部屋住番入之儀ニ付被仰出之事
寛政 2 年 9 月 11 日 組支配御役出書付其外伺書等取扱方之事
寛政 3 年 目見以下取立の者并目見以上の者家督下され方
寛政 3 年 2 月 目見以上新規召出并譜代場へ召出されし目見以下の者他人養子差許
寛政 3 年 4 月 抱場勤の者譜代場へ転役後養子許可
寛政 3 年 5 月 12 日 万石以下御目見以下先祖書認方之事
寛政 3 年 5 月 12 日 万石以下御目見以下先祖書認方之事
寛政 3 年 5 月 12 日 万石以下御目見以下先祖書認方之事
寛政 3 年 5 月 28 日 先祖書認差出之事
寛政 3 年 10 月 1 日 寄合以下等一統学問吟味案文差出之事
寛政 3 年 10 月 1 日 芸術ニ付案文之事
寛政 3 年 10 月 1 日 学問ニ付案文之事




寛政 4年 3月14日 大番頭以下諸役人武芸上覧要領之事
寛政 4年閏 2月16日 小普請組支配組頭等三百俵以下扶持之事
寛政 4年12月12日 学問吟味之事
寛政 5 年 4 月 28 日 御番入之儀ニ付達
寛政 5 年 7 月 部屋住之者被召出候ニ付御書付
寛政 5 年 10 月 9 日 学問吟味有之ニ付出精之者書出之事
参考資料：『御触書天明集成』、『御触書天保集成』、『日本財政経済史料』、『徳川禁令考』、『憲法類集』。
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